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定 例 会

８日  ～20日

月月　平成19年第１回行方市議会定例会は、３月８日から20日までの13日

間の会期で開催されました。

　本会議では、平成19年度一般・特別・企業会計など全42議案が提出

され、慎重なる審議の結果、いずれも原案のとおり可決されました。

No.7
行方市

３３

市
民
の
暮
ら
し
や
す
さ
を
第
一
に

新
年
度
予
算
成
立

新
年
度
予
算
成
立

会 計 別  本年度予算額  前年度予算額  前年比  

一 般 会 計 149億1,800万円 円 1％171億6,400万 △13.

国 民 健 康 保 険 51億300万円 45億9,530万円 11.0％

老 人 保 健 36億3,000万円 円 ％37億6,040万 △3.5

介 護 保 険 23億8,040万円 円 ％23億8,880万 △0.4

農 業 集 落 排 水 事 業 3億8,640万円 4億2,160万円 △8.3％

特定環境保全公共下水道事業 3億5,140万円 5億3,270万円 △34.0％

流域関連公共下水道事業 4億2,450万円 5億5,150万円 △23.0％

水 道 事 業 10億9,103万4千円

4千円

円 ％12億6,515万 △13.8

国民宿舎白帆荘運営事業 0円 2億2,966万円 △100％

合 計 282億8,473万 309億911万円 △8.5％

　
行
政
改
革
大
綱
の
策
定
を
契
機

に
、
こ
の
平
成
19
年
度
予
算
を
「
行

方
市
行
政
改
革
元
年
」
と
位
置
づ

け
、
す
べ
て
の
事
業
を
見
直
し
、

活
力
あ
る
地
域
社
会
と
持
続
的
で

安
心
で
き
る
財
政
構
造
基
盤
の
確

立
の
第
一
歩
し
て
予
算
が
編
成
さ

れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
前
年
比
13
・
１
％
減

　
財
政
指
標
の
改
善
を
図
る
た
め
、

一
般
財
源
と
市
債
の
枠
配
分
方
式

に
よ
り
行
方
市
本
来
の
予
算
規
模

と
な
り
ま
し
た
。

　
地
方
の
力
が
試
さ
れ
る
時
代
を

迎
え
、
自
治
体
の
生
き
残
り
を
か

け
て
、
積
極
的
な
財
源
確
保
を
図

る
と
と
も
に
健
全
な
財
政
運
営
に

努
め
ま
す
。

行
方
市
行
政
改
革
元
年

行
方
市
行
政
改
革
元
年

８
，
４
７
３
万
円

総
額 

２
８
２
億

８
，
４
７
３
万
円

総
額 

２
８
２
億
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総
務
費
　
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

　
　
　
　
　
２
，
６
４
０
万
円

衛
生
費
　
白
帆
の
湯
直
営
化

　
　
　
　
　
７
，
１
１
１
万
円

商
工
費
　
観
光
物
産
館
の
管
理

　
　
　
　
　
２
０
７
万
円

土
木
費
　
道
路
改
良
舗
装
事
業

　
　
　
　
　
２
億
６
，
５
０
９
万
円

教
育
費
　
パ
ソ
コ
ン
整
備
事
業

　
　
　
　
　
７
，
５
３
０
万
円

　
　
　
　
玉
造
統
合
幼
稚
園
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
１
億
91
万
円

　
　
　
　
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
・
配
送

　
　
　
　
業
務
の
委
託

　
　
　
　
　
９
，
１
６
７
万
円

平成19年度　一般会計主な内容平成19年度　一般会計主な内容平成19年度　一般会計主な内容

◆税源移譲による
　市民税の増収
 （前年比　12.3％）

◆新型交付税の導
　入による地方交
　付税の減収
 （前年比　△0.6％）

農林水産業費 民生費 教育費

総務費土木費

水田農業対策事業
4,841万円

新たな米政策の推進を

介護予防ケアマネンジメント事業
691万円

要介護状態の軽減と予防のために

玉造中学校施設整備事業
12億9,762万円

平成20年4月開校に向けて

都市計画マスタープラン策定、
東関道整備促進
919万円

総合計画に即したまちづくり

市内交通システム基本計画策定
516万円

地域の実情に即した
輸送サービスを

その他6,068万6千円（0.41％）

ゴルフ場利用税交付金
１億7,679万円
　（1.19％）

商工費　
2億6,686万円（1.79％）

議会費
1億5,374万7千円（1.03％）

予備費1,000万円（0.07％）

災害復旧費６万円（0.00％）

諸支出金1千円（0.00％）

教育費
33億4,714万6千円（22.44％）

民生費
31億3,526万4千円（21.02％）
民生費
31億3,526万4千円（21.02％）

公債費
21億7,410万8千円
（14.57％）

公債費
21億7,410万8千円
（14.57％）

農林水産業費  
7億7,372万6千円（5.19％）

消防費  
7億8,405万1千円（5.26％）

土木費  
11億2,546万2千円 （7.54％）

衛生費  
12億4,995万2千円（8.38％）

総務費
18億9,762万3千円（12.72％）

自動車取得税交付金
　１億5,830万円（1.06％）

分担金及び負担金
　１億4,778万9千円（0.99％）

繰入金１億3,796万4千円（0.92％）

地方特例交付金2,670万円（0.18％）

地方交付税
53億6,800万円（35.98％）

市税
36億1,301万5千円（24.22％）
市税
36億1,301万5千円（24.22％）

使用料及び手数料
１億8,516万７千円
   （1.24％）　

繰越金
３億円（2.01％）

地方譲与税
３億3,400万円（2.24％）

地方消費税交付金
３億3,710万円（2.26％）

諸収入
３億4,568万5千円（2.32％）

県支出金
８億4,302万6千円
（5.65％）

国庫支出金
11億627万8千円
（7.42％）

　　　市債
17億7,750万円（11.92％）

歳  出

歳  入
149億1,800万円149億1,800万円

149億1,800万円149億1,800万円
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問
　
清
掃
業
務
４
８
９
万
６
，
０

０
０
円
は
平
成
18
年
度
と
比
較
し

て
ど
の
ぐ
ら
い
減
額
に
な
っ
た
の
か
。

答
　
２
３
６
万
９
，
０
０
０
円
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
職
員
で
出

来
る
も
の
は
職
員
で
行
い
ま
す
。

問
　
霞
ヶ
浦
大
規
模
自
転
車
道
路

推
進
事
業
の
経
過
は
。

答
　
土
浦
〜
潮
来
間
40
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
整
備
す
る
県
の
事
業
で
、

平
成
12
年
度
か
ら
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
工
事
が
遅
滞
し
て
お
り
、
進
捗

状
況
は
13
・
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

完
成
で
す
。

　
現
在
、
幅
員
や
舗
装
の
共
用
な

ど
早
期
開
通
に
向
け
て
見
直
し
を

し
て
い
ま
す
。

問
　
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
事
業
の

状
況
は
。

答
　
合
併
特
例
交
付
金
事
業
と
し
て
、

県
の
補
助
金
を
充
当
し
ま
す
。

　
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
外
部
の

研
究
機
関
と
委
託
契
約
し
て
、
共

同
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
各

部
横
断
的
な
重
要
テ
ー
マ
に
つ
い

て
の
連
携
し
た
検
討
も
で
き
る
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

問
　
結
婚
対
策
支
援
事
業
は
い
つ

ご
ろ
、
ど
の
程
度
の
規
模
で
開
催

す
る
予
定
な
の
か
。

答
　
今
年
度
、
独
自
の
事
業
と
し

て
取
り
組
み
ま
す
。
ま
だ
時
期
は

決
定
し
て
お
ら
ず
、
申
し
込
み
の

程
度
に
よ
り
考
え
ま
す
。

問
　
サ
ー
バ
・
パ
ソ
コ
ン
使
用
料
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
使
用
料
は
な
ぜ

減
額
さ
れ
た
の
か
。

答
　
平
成
18
年
度
で
シ
ス
テ
ム
統

合
サ
ー
バ
が
完
成
し
た
こ
と
と
、

光
通
信
回
路
の
使
用
料
の
プ
ラ
ン

を
変
更
し
た
こ
と
に
よ
り
減
額
に

な
り
ま
し
た
。

　
光
通
信
回
路
は
平
成
19
年
11
月

か
ら
さ
ら
に
安
い
プ
ラ
ン
に
切
り

替
え
る
こ
と
に
よ
り
、
大
幅
な
減

額
を
し
ま
す
。

問
　
同
じ
市
内
で
あ
る
の
に
、
借

地
料
の
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の

差
が
あ
る
の
は
ど
う
か
。

答
　
旧
３
町
時
代
か
ら
の
年
月
、

周
辺
地
価
、
固
定
資
産
の
評
価
な

ど
の
問
題
が
あ
り
、
非
常
に
難
し

い
が
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
調

整
し
て
い
く
方
向
で
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
水
産
振
興
費
地
産
地
消
事
業

と
は
。

答
　
霞
ヶ
浦
や
北
浦
で
と
れ
る
わ

か
さ
ぎ
を
中
心
と
し
た
魚
を
子
ど

も
た
ち
の
給
食
で
使
う
な
ど
し
て
、

川
魚
を
宣
伝
し
て
い
く
事
業
で
す
。

問
　
転
作
に
つ
い
て
の
今
後
の
考

え
は
。

答
　
３
地
区
の
推
進
・
取
り
組
み

状
況
が
異
な
っ
て
い
た
の
で
、
平

成
19
年
度
中
に
は
、
３
地
区
の
農

業
推
進
協
議
会
の
一
本
化
を
し
ま

す
。
こ
の
中
で
、
転
作
の
推
進
・

実
施
方
法
の
統
一
な
ど
米
政
策
を

協
議
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
観
光
振
興
一
般
事
業
と
は
。

答
　
現
在
商
工
会
の
合
併
と
同
時
に
、

市
の
観
光
協
会
の
設
立
を
進
め
て

い
ま
す
。
平
成
19
年
度
中
に
は
、

３
地
区
の
観
光
事
業
を
統
一
し
て
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
結
び
つ
け
る
こ

と
を
行
う
予
定
で
す
。

問
　
花
火
は
予
算
化
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答
　
予
算
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

要
望
も
あ
り
、
実
施
で
き
れ
ば
と

考
え
る
が
、
ま
ず
は
観
光
協
会
を

一
本
化
し
、
市
の
観
光
の
柱
を
協

議
す
る
中
で
、
行
事
と
し
て
ど
う

か
議
論
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
河
川
総
務
費
の
工
事
請
負
費

の
中
で
武
田
川
を
行
わ
な
い
理
由
は
。

答
　
予
算
の
中
で
起
債
の
配
分
枠

も
制
限
が
加
え
ら
れ
、
通
常
の
維

持
管
理
を
主
体
と
し
た
予
算
編
成

を
し
た
た
め
で
す
。
一
時
休
工
で
、

事
業
を
凍
結
し
た
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
　
北
浦
複
合
団
地
の
見
込
み
は
。

答
　
平
成
19
年
度
は
、
県
で
６
億
８
，

０
０
０
円
の
投
資
を
し
て
道
路
の

整
備
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

約
26
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
分
譲
可

能
に
な
り
ま
す
。

問
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

策
定
の
委
託
に
つ
い
て

答
　
１
０
０
％
委
託
す
る
の
で
は

な
く
、
専
門
家
の
知
恵
も
借
り
て

策
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
旧
３
町
で
策
定

し
た
考
え
方
を
踏
襲
し
た
り
、
策

定
委
員
会
等
で
市
民
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
策
定
に
当
た
っ
て
い
き

ま
す
。

問
　
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
の
派

遣
対
象
人
数
は
。

答
　
平
成
19
年
度
も
36
名
で
考
え

て
い
ま
す
。

問
　
仮
ナ
ン
バ
ー
の
交
付
は
ど
の

庁
舎
で
も
で
き
な
い
の
か
。

答
　
機
構
改
革
で
業
務
の
集
約
、

合
理
化
を
図
る
中
で
は
、
現
在
の

麻
生
庁
舎
１
カ
所
で
の
交
付
と
い

う
こ
と
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
国
保
全
体
の
予
算
が
11
％
も

伸
び
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
ど
う

対
策
を
取
っ
て
い
く
の
か
。

答
　
伸
び
の
大
き
な
要
因
は
医
療

費
の
増
加
で
す
。
平
成
19
年
度
は

生
活
習
慣
病
予
防
の
計
画
書
を
作
り
、

国
策
と
と
も
に
医
療
費
の
減
少
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

問
　
今
後
の
水
道
事
業
に
つ
い
て

答
　
経
費
や
料
金
の
見
直
し
を
含
め
、

独
立
採
算
制
と
い
う
考
え
の
も
と

営
業
方
針
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
営
業
収
入
を
上
げ
る
た
め
、

利
用
促
進
も
図
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

こんな質問が
ありました。
（掲載されてい
るのは質問の一
部を要約したも
のです）

質
　
疑

質
　
疑

水辺を走る自転車道（島並）


